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令和５年度 第４回「山島地区 白山市ミライ会議」概要 

 

日 時：令和５年７月２７日（木） １９：３０～２０：３０ 

場 所：山島公民館 

参加団体等：親和会、壮年会、JA 青年部、山島ほたるの会、山島美しいまちづくり 

運動、体育協会、松南小学校 PTA、社会福祉協議会、公民館運営審議 

会、交通安全協会山島支部、山島地区コミュニティ協議会、山島公民館、 

各町内会長、町会連合会理事など 

 

発言【１】 

  山島台には４つの公園があり、市と町内会が公園管理協定を結んでいる。市か 

ら、除草剤の散布や草刈り・剪定の実施予定日を、町内会長など地区を運営して 

いる人に知らせてほしい。 

また、管理協定に、市が契約した業者がどこまで管理すると明記されているの 

か。 

【市】 

  管理協定にて、除草(草刈り)に関しては町内会が行う事になっています。芝の管 

理は業者に委託しており、除草剤散布は市で年に 2 回行っています。 

 今年度の市の業務委託契約では、町内会への連絡は仕様書に明記されていない 

ため、来年度から記載し、町内会長への連絡を行うこととしたいと思います。 

  

発言【２】 

  ここ数年、春秋の用水の停水期間が長くなり、用水が完全に乾いている期間が 

長く、ほたるの生育ができない状態である。停水期間に用水が乾かない程度に水 

を流すことはできないか。 

【市】 

  用水の管理者と話し合っていただきたい。市から用水を流す要請は難しいです。

水道や地下水の利用など地域で検討をお願いいたします。 

 

発言【３】 

  夏の猛暑や冬の大雪など自然の影響により、毎日の散歩などがしづらい。可能

ならば、山島台児童センターを本来の業務に支障がでない範囲で、山島台の一般

市民に開放するような働きかけができないか。 
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【市】 

  地域の体育館などは冷房もなく、猛暑の時などは、確かに運動に危険が伴いま 

す。市としては熱中症アラートがでた際にはウオーキングなどは基本的にはしな 

いように、水分補給などに気を付けながら生活していただきたいと思います。 

  児童センターは、児童福祉法に基づき児童のために設置されたものであり、広 

く一般に開放することは困難であることをご理解願います。 

 

発言【４】 

  山島地区には、老人が遊んだり談笑したりするなど、時間をつぶせる施設がな 

い。コーヒーを飲んで話せるような、部屋が２つ３つあるような場所がほしい。 

【市】 

  現在、山島地区では 10 町内会において、公民館や集会所等で月１回程度、ふれ 

あいサロンを実施しています。サロンの形式には決まりを設けず、お茶飲み会や 

講演会など内容は地域の方に委ねておりますので、ぜひお気軽に活用していただ 

きたいと思います。 

 

発言【５】 

⑴ 70 歳を超えて「めぐーる」の無料券をもらい利用している。しかし、我々の 

年代はあまり利用していないように感じる。隣の野々市や能美は１時間に一本 

は走っているように感じる。白山市は地区的に広いので難しいと思うが、少し 

寂しく感じる。 

 ⑵ 新幹線敦賀開業ということで在来線が IR石川になり大聖寺まで延長される。 

松任駅から大阪名古屋方面に行くまで、今までは１本で行けたが、これからは 

２回も乗り換える必要がある。乗り換えの分、時間的にも従来とあまり変わら 

ずに、値段だけが２割ほど上がる。松任駅周辺だけで考えると、全体としては 

デメリットが多く感じる。西松任駅や車両基地などによって利用者は増えると 

思う。その中でも子どもの利用者促進が中心になると思うので、イベントの充 

実や割引切符の導入などを行ってほしい。 

 

【市】 

⑴ 「めぐーる」については、令和４年の実績を見ると土曜運行をはじめた成果 

もあったのか、利用者数が回復していっております。 
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 【運行実績】 

令和 4年度 296日運行 160,914 人 

令和 3年度 245日運行 138,187 人 

令和 2年度 246日運行 130,662 人 

「めぐーる」の令和 4年度利用者の 52％が、70歳以上および 65歳以上の運 

転免許証自主返納者に交付している無料乗車券利用者でした。「めぐーる」に 

つきましては、路線バスが運行していない交通空白地域を補完する形で運行し 

ており、広い市域を効率的に運行するため、利用者のニーズを調査し、ルート 

やダイヤを設定しています。今後も地域・利用者からの要望を踏まえての運行 

に務めてまいります。 

 ⑵ 北陸新幹線敦賀開業に併せてＪＲから運営が移管される並行在来線の利便性 

の向上や利用促進策については、行政・交通事業者・利用者代表から構成され 

る「ＩＲいしかわ鉄道利用促進協議会」において検討・協議を行っており、今 

後も、関係自治体等と協力しながら取り組んでまいります。 

白山市の場合は市立高速鉄道ビジターセンターの利用者向けに、ビジターセ 

ンターの割引切符と IRの切符をデジタル化して提供するといった試みの実証実 

験を行っています。 

ビジターセンター、西松任駅に関しても、「めぐーる」によって主要施設や 

「道の駅めぐみ白山」をつなげるように実証実験をしていきたいと思います。鉄 

道の展示に関しては JR西日本と、また、IRとは企画きっぷなどについて話し合 

っております。 

 

発言【６】 

  松任グリーンパークに公園があるが、昔はスライダーなどの遊具があった。小 

学生などが遠足で利用していることもあるので今後整備していってほしい。 

また、整備するのであれば、最近災害に関してもよく聞くので、防災公園など 

といった形で整備できればよいのではないか。 

【市】 

  グリーンパークに関しては、藤の棚などの景色の良い場所やテニス場など利用 

できる施設もあるため、人が集まれるように管理していきたいと思います。 

 遊具の増設については、多大な費用が掛かるため検討するとともに、適切な維 

持管理に努めてまいります。 

防災公園としての利用に関しては、今後施設を更新していく際に、防災施設に 
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更新できるか協議し検討したいと思います。 

発言【７】 

 ⑴ 石川ソフトリサーチパーク内はメインの通りの歩道に雑草が多く、歩道に根 

  っこが突き出ており、歩ける状況ではない。市の方でも確認してもらい、歩道 

の修理や整備をしてもらいたい。 

 ⑵ リサーチパーク内の金沢工業大学キャンパスが洪水時の緊急指定避難所にな 

っており、看板が立っている。地域の人はほとんど工大側が避難所に指定され 

ているのを把握していなかった。どうすればいいのかの周知をお願いしたい。 

【市】 

 ⑴ 樹木の根上がりにより、歩道の舗装状態が悪いことについては認識していま 

す。市内の別の箇所においても同じように根上がりが生じているため、石川ソ 

フトリサーチパーク内でも優先箇所を選定しながら、昨年度より順次修繕を行 

っております。 

 ⑵ 山島公民館（一部町内会の二次避難施設に指定）と金沢工業大学やつかほリ 

  サーチキャンパスは、いずれも洪水時の指定緊急避難場所として、市が指定す 

  る「災害が発生し、又は発生するおそれがある場合にその危険から緊急的に逃 

  れるための避難場所」になっています。 

昨年の災害時には金沢工業大学やつかほリサーチキャンパスは開設していま 

せんでしたが、今後、洪水時の緊急避難のために両避難所を開設した際には、 

周囲の状況とご自身の安全を優先、確保されたうえで、どちらに避難いただい 

ても構いません。 

なお、避難所の指定や開設の有無についての周知が不十分とのご指摘に関し 

ましては、地域住民の方へのわかりやすい周知に努めてまいりたいと考えてお 

ります。 

 

発言【８】 

  将来的に、川北町との合併は難しいと思うが、地域の活性化、効率化のために

気配りしてもらいたい。 

【市】 

  広域事務組合として、川北町、野々市市、場合によっては能美市と連携して取

り組んでおります。地域の方による 1 つのご意見として参考にさせていただき、

今後も取り組んでまいります。 

                                                                                                                                                                                          


